	資料名
	自立と家族　　　　34．岳の散髪
	
	40

	主題名
	力を合わせて成し遂げる
	内容項目
	４-(6)　家族愛，充実した家庭生活
	指導時期
	1１月７日

	ねらい
	自己の存在に感謝し，家族の一員としての自覚を高めながら，互いの絆を強めようとする心情を養う。

	学 習 活 動
	導 入
	1. 家族の中で「あまり干渉してほしくない」「ほうっておいてほしい」と思ったことはありませんか。・勉強　　・友だち　・服装　・遊び

	
	展 開
	2. 岳の気持ちと「私」の気持ちの動きに着目して考える。
(1)頭を刈るときに「私」を睨みつけた岳の気持ちだったでしょう。
・もう坊主はいやだ。
・もっとかっこいい髪型にしたい。
・勝手に刈るなよ。
(2)岳が「私」を睨みつけながら，ボロボロと大粒の涙をこぼしたのは，なぜでしょう。
・せっかく刈ってくれるのに悪い気持ちもあった。
・こわい父親に反抗したから。
・本当に言いたいことが言えたから。
(3)岳が本当にいやだったのは，どういうことだったでしょう。
＊「反抗」というより「自立」という言葉に子どもを見守る父や母のすばらしさがあり，その思いにふれることで，親子のきずなを感じとらせたい。

・坊主がいやだった。
・自分のことは自分で決めたい。
・いちいち口出しをしてほしくない。
(4)「すこしやわらかい気持ちになった。」とは，どんなことを考えたからでしょう。

　・自分に」反抗しているのではなく安心した。

　・自分で考えられるようになったんだ。

　・成長しているんだ。

	
	終 末
	3. あなたが家族に本当に伝えたいことはどういうことでしょう。
　　文章にまとめてみましょう。




　・勉強　・友だち　・服装　・遊び





岳の散髪





　「私」を睨みつけた


　岳　　　　　　　父


　・勝手に刈るな　　・腹が立つ





　ボロボロと大粒の涙を流した


岳　　　　　　　父


　・言いたいことを　・驚いた


　　言った





　本当に嫌だったのは


　　　・自分のことは自分で言いたい


　


　「すこしやわらかい気持ち」











